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◆Summary
A regional critical path system with a synchronized data-
base over IT network has been implemented in Tsuruoka 
region. The database, which allows participating clinics to 
store and forward patients’ information without time con-
straints, can contribute to a disease management.

三原一郎
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IT でつなぐ地域連携
　地域連携パスにおける疾患データベースの構築と
　その応用

　

山
形
県
鶴
岡
地
区
医
師
会
は
、
97
年
を
情
報
化
元

年
と
位
置
づ
け
、
会
員
と
医
師
会
と
を
結
ぶ
ク
ロ
ー

ズ
ド
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
）
を
構

築
し
、
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
会
員

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
や
、
在
宅
患
者

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
、
訪
問
看
護
支
援
シ
ス
テ
ム
、

臨
床
検
査
デ
ー
タ
参
照
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
開
発
を
通

し
、
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
し
て
き
た
。
00
年
に
は
、
経
済

産
業
省
補
助
金
事
業
で
あ
る
「
先
進
的
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
」
に
参
画

し
地
域
連
携
型
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ

を
開
発
、
10
年
に
わ
た
り
実
際
の
医
療
現
場
で
運
用

し
、
今
や
当
地
区
の
医
療
連
携
に
は
欠
か
せ
な
い

ツ
ー
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
が
特
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
は
在
宅

医
療
の
分
野
で
あ
る
。
在
宅
医
療
と
い
え
ば
、
当
地

区
は
08
年
、
国
に
よ
る
が
ん
対
策
の
た
め
の
戦
略
研

究
「
緩
和
ケ
ア
の
た
め
の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
Ｏ

Ｐ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
）
を
受
託
し
、
地
域
に
お
け
る
緩
和
ケ
ア

の
普
及
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
介
入
を
す

る
こ
と
で
、
在
宅
に
お
い
て
も
十
分
な
緩
和
ケ
ア
を

提
供
し
つ
つ
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
看
取
る
体
制
を
構

築
で
き
る
か
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
実
現

の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
の
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
が
、
チ
ー
ム
医
療
、
す
な
わ
ち
在
宅

主
治
医
、
緩
和
ケ
ア
専
門
医
、
訪
問
看
護
師
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
薬
剤
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な

ど
多
職
種
に
よ
る
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
チ
ー

ム
医
療
を
支
え
る
情
報
共
有
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
が
活
用
さ
れ

て
い
る
（
図
１
）。

　

さ
ら
に
、
当
地
区
で
は
07
年
よ
り
、
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ

た
地
域
連
携
パ
ス
の
運
用
を
開
始
し
た
。
地
域
連
携

パ
ス
は
、
多
職
種
連
携
の
も
と
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
標
準
化
さ
れ
た
治
療
を
地
域
全
体
で
共
有
す

る
こ
と
で
、
医
療
の
質
の
担
保
や
そ
の
向
上
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
パ
ス
を
Ｉ
Ｔ
化
す
る
こ

と
で
、
疾
患
毎
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
構
築
で
き
、
そ
れ
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
つ
つ
、
よ
り
質
の
高
い
パ
ス
へ

と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
疫
学
的

な
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
主
に
維

持
期
に
ま
で
拡
大
し
た
当
地
区
の
脳
卒
中
地
域
連
携

Ｉ
Ｔ
パ
ス
の
現
状
に
つ
い
て
解
説
し
、
地
域
の
診
療

所
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
活
用
の
方
法
論
の
ひ
と
つ
と
し
て

提
示
し
た
い
。

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
連
携
パ
ス

　

当
地
区
で
は
、
06
年
７
月
よ
り
、
紙
ベ
ー
ス
に
よ

る
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
地
域
連
携
パ
ス
（
以
下
大
腿

骨
パ
ス
）
の
運
用
を
開
始
し
た
が
、
当
初
よ
り
地
域

連
携
パ
ス
に
Ｉ
Ｔ
化
は
不
可
欠
と
の
認
識
の
も
と
、

07
年
２
月
に
は
、
紙
を
使
わ
な
い
完
全
に
Ｉ
Ｔ
化
さ

れ
た
大
腿
骨
パ
ス
の
運
用
を
開
始
し
た
。
比
較
的
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
Ｉ
Ｔ
化
を
実
現
で
き
た
の
は
、
医
師
会

の
資
金
面
を
含
め
た
柔
軟
な
対
応
、
シ
ス
テ
ム
ベ
ン

要
旨
：
山
形
県
鶴
岡
地
区
で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
連
動
し
た
地
域
連
携
Ｉ
Ｔ
パ
ス
シ
ス
テ
ム
を
運

用
し
て
い
る
。
パ
ス
を
Ｉ
Ｔ
化
す
る
こ
と
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
地
域
の
疾
患
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築

さ
れ
、
さ
ら
に
診
療
所
も
参
加
す
る
こ
と
で
疾
患

管
理
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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図１　Net4U による在宅緩和ケアのサポート

図２　システム全体イメージ図
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ダ
ー
の
早
期
介
入
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
で
培
っ
た
セ
キ
ュ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
既
に
存
在
し
て
い
た
、
と
い
う

当
地
区
の
特
殊
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え

て
い
る
。

　

Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
た
地
域
連
携
パ
ス
の
仕
組
み
は
図
２

に
示
す
が
、
医
師
会
に
設
置
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

サ
ー
バ
と
連
動
し
た
オ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
パ
ス
を
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｖ
Ｐ
Ｎ
を
介
し
て
、
関
連
す
る
施

設
間
で
共
有
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム

は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
一
か
ら
開
発
す

る
の
で
は
な
く
、
開
発
が
比
較
的
安
易
で
、
入
力
画

面
を
柔
軟
に
作
成
で
き
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の

InfoPath

を
利
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
接
続
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、

InfoPath

が
必
要
と
な
る
が
、
使
用
料
な
ど
の
負

担
は
な
い
。
な
お
、InfoPath

は
、
推
進
協
議
会

の
予
算
か
ら
参
加
施
設
へ
無
償
で
配
布
し
た
。

研
究
会
か
ら
協
議
会
へ
―
必
要
と
な
っ
た
組

織
横
断
的
、
パ
ス
横
断
的
な
組
織
母
体

　

当
地
区
の
地
域
連
携
パ
ス
は
、
研
究
会
と
い
う
比

較
的
ル
ー
ル
の
緩
や
か
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
組
織
と

し
て
始
動
し
た
。
し
か
し
、
今
後
多
く
の
パ
ス
を
動

か
す
に
は
、
単
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
参
加

で
は
な
く
業
務
と
し
て
認
め
て
も
ら
う
必
要
性
が
あ

る
、
役
割
分
担
、
責
任
の
所
在
を
明
確
化
す
る
必
要

も
あ
る
、
パ
ス
の
作
成
、
運
用
、
評
価
に
は
定
期
的

な
会
合
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
予
算
的
裏

付
け
の
あ
る
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
基
盤
が
必
要
で

あ
る
、
な
ど
の
理
由
か
ら
、
09
年
４
月
、
庄
内
南
部

地
域
連
携
パ
ス
推
進
協
議
会
を
設
立
し
た
。
意
思
決

定
機
関
で
あ
る
運
営
委
員
会
の
下
に
、
個
別
パ
ス
委

員
会
と
し
て
、
大
腿
部
近
位
部
骨
折
、
脳
卒
中
、
糖

尿
病
の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
パ
ス
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
事
務
局
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
チ
ー
ム
、
Ｉ
Ｔ

サ
ポ
ー
ト
が
、
運
営
委
員
会
を
補
佐
す
る
形
で
の
組

織
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

活
動
と
し
て
は
、
月
１
回
の
運
営
委
員
会
、
全
体

会
（
パ
ス
症
例
の
検
討
、
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
）、

パ
ス
セ
ミ
ナ
ー
、
必
要
に
応
じ
て
の
個
別
パ
ス
委
員

会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
地
域
の
中
で
、
地
域
連

携
パ
ス
を
継
続
的
に
運
用
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な

組
織
横
断
的
、
パ
ス
横
断
的
な
組
織
母
体
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

急
性
期
・
回
復
期
・
維
持
期
で
の

パ
ス
運
用
の
実
際

　

大
腿
骨
パ
ス
に
続
き
、08
年
12
月
か
ら
は
急
性
期
・

回
復
期
病
院
間
で
の
脳
卒
中
地
域
連
携
パ
ス
（
以
下

脳
パ
ス
）
を
、
さ
ら
に
、
09
年
10
月
か
ら
は
維
持
期

ま
で
拡
大
し
た
脳
パ
ス
の
運
用
を
開
始
し
た
。
当
地

区
の
脳
パ
ス
は
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
（T

suruoka A
po 

Path

）
と
呼
ば
れ
る
、
ｍ
Ｒ
Ｓ
（m

odifi ed 
Ranking Scale

）、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
（Japan com

m
a 

scale

）
か
ら
判
断
し
た
パ
ス
の
自
動
コ
ー
ス
設
定

を
策
定
し
、
急
性
期
病
院
に
お
け
る
予
定
在
院
日
数

を
設
定
し
て
い
る
。
急
性
期
病
院
で
は
、
患
者
基
本

情
報
、
確
定
診
断
、
部
位
診
断
、
病
側
、
麻
痺
の
有

無
、
併
存
疾
患
、
転
院
後
の
病
院
な
ど
を
入
力
し
、

転
院
先
に
通
知
す
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｌ
の
評
価
に
は
、
急
性
期
で
はBarthel 

Index

（
Ｂ
Ｉ
）、
回
復
期
で
はFunctional 

Independence M
easure

（
Ｆ
Ｉ
Ｍ
）を
採
用
し
た
。

図３　診療所用オーバービューパス画像
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入
力
は
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
、
療
法
士
、
薬
剤
師
、

看
護
師
が
分
担
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
入

力
画
面
も
用
意
し
た
。
退
院
時
に
は
、
紹
介
先
医
療

機
関
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
退
院
日
（
お
よ
び
発
症

日
）
を
起
点
に
、
維
持
期
で
の
フ
ォ
ロ
ー
日
程
を
自

動
計
算
し
た
診
療
所
用
オ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
パ
ス
画
面

が
作
成
さ
れ
る
（
図
３
）。

　

維
持
期
（
主
に
診
療
所
）
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｄ
Ｌ

低
下
の
防
止
、
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ア
ウ
ト
カ
ム

（
目
標
）
と
し
、
外
来
血
圧
、
家
庭
血
圧
、
服
薬
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
Ｂ
Ｉ
を
重
点
フ
ォ
ロ
ー
項
目
と

し
た
。
デ
ー
タ
の
入
力
に
は
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー

を
多
用
し
、
短
時
間
入
力
が
可
能
で
、
診
療
所
に
あ

ま
り
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
。
な
お
、

維
持
期
医
療
機
関
か
ら
急
性
期
、
回
復
期
に
お
け
る

パ
ス
情
報
も
参
照
可
能
で
あ
る
。
運
用
時
の
申
し
合

わ
せ
と
し
て
、
Ｂ
Ｉ
が
10
点
以
上
低
下
し
た
場
合
、

再
リ
ハ
ビ
リ
を
検
討
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

地
域
連
携
パ
ス
の
運
用
実
績

　

大
腿
骨
パ
ス
に
は
、
急
性
期
１
病
院
、
回
復
期
２

病
院
が
参
加
し
て
お
り
、
06
年
７
月
か
ら
約
５
年
間

の
運
用
で
、
年
間
約
２
４
０
例
（
月
平
均
：
20
例
）

を
登
録
し
た
。
急
性
期
病
院
の
平
均
在
院
日
数
は
、

連
携
パ
ス
開
始
前
の
27
・
６
日
か
ら
17
・
１
日
に
短

縮
さ
れ
た
。

　

脳
パ
ス
に
は
、
急
性
期
１
病
院
、
回
復
期
５
病
院
、

維
持
期
３
病
院
、
19
診
療
所
が
参
加
し
、
08
年
11
月

か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。
10
年
３
月
ま
で
の
15
ヵ
月

で
、
登
録
数
は
６
７
４
例
に
及
び
、
地
域
連
携
パ
ス

の
算
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
急
性
期
入
院
し
た
す
べ
て

の
脳
卒
中
患
者
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
化
の
必
要
性
と
メ
リ
ッ
ト

　

パ
ス
Ｉ
Ｔ
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
入
力
の
正
確
性
の

向
上
、
施
設
間
で
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
共
有
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
レ
ス
に
よ
る
個
人
情
報
保
護
の
担
保
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
最
大
の
効
果
は
入
力
し
た
情
報
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
で
き
る
た
め
、

い
つ
で
も
情
報
を
抽
出
し
、
統
計
・
評
価
を
行
う
こ

と
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

当
地
区
の
パ
ス
の
特
徴
は
、
パ
ス
に
載
せ
る
か
否

か
に
か
か
わ
ら
ず
全
例
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
登

録
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
当
地
区
の
地
域
的
な
特

異
性
と
し
て
、
急
性
期
病
院
は
市
立
荘
内
病
院
ひ
と

つ
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
ほ
ど
、
救
急
患
者
は
荘

内
病
院
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大

腿
骨
近
位
部
骨
折
に
し
ろ
、
脳
卒
中
に
し
ろ
、
ほ
と

ん
ど
の
患
者
は
荘
内
病
院
に
緊
急
搬
送
あ
る
い
は
紹

介
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
そ
れ
ら
患
者
を
す
べ
て
登

録
す
る
こ
と
で
、当
地
区
（
実
質
的
な
2
次
医
療
圏
）

に
お
け
る
疾
患
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
疫
学
的
に
も
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
脳
パ
ス
に
お
い
て
は
、
08
年
11
月
か
ら
の

10
年
３
月
ま
で
の
運
用
で
、
６
７
４
例
を
登
録
し
、

入
力
項
目
数
は
５
０
０
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
解
析
す
る
こ
と
で
、
地
区
に
お
け
る
脳
卒
中
発
生

率
や
発
症
部
位
、
予
後
な
ど
が
容
易
に
把
握
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
保
健
所
の
協
力
も
得
な
が
ら
デ
ー
タ

の
解
析
も
進
ん
で
お
り
、
今
後
、
年
報
と
い
う
形
で

蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
冊
子
と
し
て
公
開
、
配
布
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
、現
場
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
や
、

市
民
へ
の
健
康
管
理
へ
の
啓
発
、
ま
た
健
診
の
充
実

な
ど
行
政
へ
の
働
き
か
け
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

維
持
期
に
お
け
る
ア
ウ
ト
カ
ム
と

疾
病
管
理
へ
の
期
待

　

脳
卒
中
の
最
大
の
危
険
因
子
は
高
血
圧
で
あ
る
こ

と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
今
回
の
デ
ー
タ
解
析

で
、
荘
内
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
脳
卒
中
患
者
の
30
％

が
再
発
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
今
後
、
維
持
期

で
の
パ
ス
運
用
が
、
地
域
で
の
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
改
善
に
つ
な
が
り
、
脳
卒
中
再
発
率
の
低
下
に
寄

与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

疾
病
管
理
と
は
、「
あ
る
特
定
の
地
域
や
患
者
集

団
で
疾
患
や
病
態
に
つ
い
て
、
疾
患
別
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
関
係
保
健
医
療
職
種
と
関
係
保

健
医
療
機
関
が
連
携
し
て
、
健
康
増
進
、
予
防
、
診

断
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
の
最
適
な
組
み
合

わ
せ
と
最
適
な
患
者
経
路
（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
）

を
形
成
す
る
こ
と
で
、
診
療
の
質
を
維
持
向
上
さ
せ

な
が
ら
医
療
費
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
で
あ
る
（
武
藤
、
２
０
０
０
年
）」
と
さ
れ
て

い
る
が
、
当
地
区
の
取
り
組
み
が
、
ま
さ
に
疾
病
管

理
と
し
て
機
能
し
、
診
療
の
質
の
維
持
向
上
、
さ
ら

に
は
医
療
費
の
抑
制
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
少
な
か
ら

ず
期
待
し
た
い
。

初
め
の
一
歩
は
、
地
域
の
中
で
の
理
念
の

共
有
と
顔
の
み
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

今
、
医
療
は
「
治
す
か
ら
支
え
る
へ
、
長
寿
か
ら

天
寿
へ
（
い
の
ち
の
量
か
ら
質
へ
）、
病
院
医
療
か
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ら
在
宅
医
療
へ
、
専
門
医
か
ら
総
合
医
へ
、
専
門
職

か
ら
多
職
種
協
働
へ
、Ｅ
Ｂ
Ｍ
か
ら
Ｎ
Ｂ
Ｍ
へ（
デ
ー

タ
か
ら
Ｑ
Ｏ
Ｌ
へ
）」
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

の
中
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、

診
療
所
に
は
、
よ
り
フ
ラ
ッ
ト
な
他
職
種
と
の
関
係

の
中
で
、
従
来
の
病
診
、
病
病
連
携
の
み
な
ら
ず
、

訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
薬
剤
師
、
栄
養

士
、
療
法
士
な
ど
と
の
、
幅
広
い
連
携
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
患
者
情
報
の
共
有
、
相

互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
は
今
後
さ
ら
に
活

用
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
医
療
の
Ｉ
Ｔ

化
、
特
に
医
療
連
携
に
お
け
る
活
用
と
い
う
視
点
か

ら
は
、
ま
だ
ま
だ
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
運
用

コ
ス
ト
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題

も
多
い
が
、
ま
ず
は
、
地
域
の
中
で
の
理
念
の
共
有

と
顔
の
み
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
、
初
め
の

一
歩
と
考
え
て
い
る
。

※　
　
　
　
　

※

三
原
一
郎
（
み
は
ら
・
い
ち
ろ
う
）
●
50
年
東
京
都
生

ま
れ
。
76
年
慈
恵
会
医
科
大
卒
。
同
大
病
院
皮
膚
科
勤

務
を
経
て
、
93
年
郷
里
の
山
形
県
鶴
岡
市
に
三
原
皮
膚

科
を
開
業
。
96
年
鶴
岡
地
区
医
師
会
情
報
シ
ス
テ
ム
委

員
長
に
就
任
、
同
医
師
会
内
に
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
構

築
し
情
報
化
を
推
進
す
る
。
02
年
山
形
県
医
師
会
常
任

理
事
。
06
年
鶴
岡
地
区
医
師
会
副
会
長
。
10
年
日
本
医

師
会
医
療
Ｉ
Ｔ
委
員
会
委
員
。


